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茶道について



総務省統計局『H28年 社会生活基本調査 生活行動に関する結果』



「平成28年社会生活基本調査結果の概要」



勝興寺

• 浄土真宗本願寺派の寺院
• 1471年起原
• 大伴家持が国守として5年間在任
（その間に詠まれた和歌が今に残されている）

• その後、堂宇を焼失され1584年再興
• 再興後は、越中国の触頭の地位
• 加賀前田家と密接な関係
• 広壮な伽羅を築き上げた
• 1998～2020年の23年間
重要文化財に指定された12棟すべての保存修理を行った。

勝興寺のパンフレット表紙より



• 2020年10月11日

「江戸時代の公家訪問、茶会で再現 高岡・勝興寺で体感事業」

2020年10月11日付北日本新聞に掲載

•第28回高岡茶会 2021年4月17日開催

「復元伽羅、至高の一服 勝興寺 高岡茶会が開幕 大修理完
工、

開基550年記念」2021年4月18日付北國新聞に掲載
https://www.hokkoku.co.jp/articles/-/388526

https://webun.jp/item/7701538



在田宗貫（ありたそうかん）

• 1884～1973年

• 3代の家元に渡って通って精進

• 1940年「淡交会」設立

• 1941年淡交会高岡支部設立

• 1971年設計した茶室『松聲庵』高岡市に寄贈

•瑞龍寺境内にある茶室の側に利休頭巾の宗貫の銅像がある

http://www.urasenke.or.jp/textb/spirit/spirit5.html



瑞龍寺

加賀二代藩主前田利長公の菩提を弔うため三代藩主利常
公によって建立された。1663年完成。

■ホームページ
https://www.zuiryuji.jp/



http://www.urasenke.or.jp/index2.php



能楽・猩々について



能楽について

■能の役割

• シテ方

• ワキ方

• 狂言方

• 囃子方（オーケストラ）

■シテ方の流派

• 観世流

• 宝生流

• 金春流

• 金剛流

• 喜多流

■シテ方の仕事
・シテ（主役）
・シテツレ（準主役）
・子役の子方（子ども役）
・地謡（合唱）
・舞台美術のつくりもの作製（美術技術）



・16世紀中国『本草網目』（ほんぞうこうもく）

南国に住み、毛は黄色、声は子供に似る。

時々、犬のように吠えるようなこともある。

人の言葉を理解し、人と似た顔や足をもつ。

酒を好む動物である。

・各地の伝説話

和歌山、宮城、岩手、富山、兵庫、鳥取、山口、山梨

富山の話は、氷見の海に現れる

・能楽の演目

真っ赤な装束で、酒に浮かれて舞い謡う

階梯の１つ（猩々・石橋・道成寺）

猩々について

https://www.hokurikushinkansen-navi.jp/pc/news/article.php?id=NEWS0000017497

「絢爛豪華な小馬出町の山車展示 高岡御車山会館」
2018年12月17日付北日本新聞の記事

小馬出町の山車は、金工や漆工など伝統工
芸の粋を集めた絢爛豪華な装飾が見どころ
だという。ご神体は、猩々である。

高山御車山会館の入場券より



能楽 「猩々」金剛流

https://www.youtube.com/watch?v=v5dusSIqUhM
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